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あらまし
南部町は、 平成15年 3 月 1 日に富沢町と南部町が合併して誕生した町で、 山梨県の最南端に位置しています。

県庁所在地の甲府からは南へ約60kmの所にあり、 標高は157m前後で平均気温は15度と高く、 温暖でとても過

ごしやすい町です。

この町には、 県内の旧石器時代を代表する万沢地内の天神堂（てんじんどう）遺跡を初めとして、 本郷地区に

は、 お茶畑の広がる地区に原間（はらま）遺跡があります。 中世では旧富沢町の福士にある真篠城（まじのじょ

う）跡があります。

天神堂遺跡から出土した旧石器時代の遺物は、 県の考古資料として平成16年 5 月 6 日、 1034点が指定を受け、

真篠城跡は戦国時代の城郭として県の史跡に指定されています。 原間遺跡は、 本郷地区ではもちろんのこと町内

でも有名な周知された縄文時代の遺跡です。

旧南部町では、 51 カ所の遺跡が周知されており、 旧富沢町では、 山梨県の遺跡台帳によると51 カ所が存在して

います。 ですから、 南部町全体では、 102 カ所の遺跡があります。 今回、 発掘調査された寺前遺跡を含めると103

カ所の遺跡となりました。

さて、 本書の寺前遺跡ですが、 南部町から市川三郷町までの約28kmが国土交通省と山梨県による「新匝轄方

式区間」で、 中部横断自動車道南部インタ ー 建設に先立ち平成20年 6 月に試掘調壺が行われました。

その結果、 掘り窪めた穴（土坑）や土器（遺物）などが発見されたことにより、 発掘調査を実施することとな

りました。 発掘調裔は、 同年10月14 日から開始され12月 9 日まで行われ、 試掘確認調査も実施されました。

左下の写真は、 土坑の中の土を掘っているところです。 小さい穴の中に入っての作業ですから、 動きづらくて

ちょっと大変です。 右下の写真は、 土坑を掘りあげた状況です。

小石がたくさん写っていますが、 もともと土の中に

入っている石です。左の写真を見ると、 地面の上には

小石がありませんが、 ちょっと掘り下げると小石がご

ろごろと出てくるのがよくわかります。

狭い穴の中に入っての作業ですから、 前に進めず、

後ろにも行けず、 振り向くことも困難な状況です。



下の写真は、 発掘調査作業の全体写真ですが、 一つ一つの遺構（土坑や溝など）を掘削したり、 遺構の図面作

成を行ったりしているところです。 地元の皆さんのご協力を得て、 作業を進めることができました。

発掘作業が初めての皆さんでしたが、 測量器械を使って目盛りを読んで頂いたり、 図面作成のお手伝いをして

頂いたりしてとても助かりました。

ありがとうございました。

今回の発掘調査成果ですが、 縄文時代と中世と思われる地面を掘り窪めた穴（土坑）が12基と溝が 2 条、 地面

が焼かれた跡（焼土遺構） 1 基などが発見されました。 また、 遺物は小破片の土器と石器数点と極めて少ない出

土でしたが、 発見された遺構などから考えてみますと、 住居跡の存在がないこと、 狩猟の場所ではないことなど

から、 本遺跡の周辺には小さいながらも縄文時代の集落を想定することのできる遺跡でした。

発掘調査も終了し、 年も明けた3月178に寺前遺跡へ行ってみました。左下の写真が調査中の状況です。 遺跡

を西から東の富士川方向に撮影した写真です。 右下の写真が工事中の状況で、 国道52号線から直接入ることがで

きるように広くつくられています。 最終的には、 南部インタ ー ヘ通ずる道となります。 本文中の第2圏の工事図

面で、 左が西側、 右が東側になっています。

3 月21 日には、 南部町中野の南部インタ ー チェンジ（仮称）建設予定地内で起工式が行われ、 8 本海と太平洋

をつなぐ重要な道路 基盤となります。



平成21年5月30日

山梨県埋蔵文化財センタ ー

所 長 小野正文
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茶畑（寺前遺跡地内）で遺構かみつかり、 当該地内の茶の木の抜木後に再度試掘調査か必

要であることが報告された

平成20年5月2 B 試掘報告を受け、 再度試掘調査に関わる現地協議を国士交通省・学術文化財課と実施

6月16 日 南部IC予定地内において6月16 日-208のH程で試掘調査を実施

茶畑部分（寺前遺跡）で本調杏の必要性が確認された

教埋文第163号にて文化財保護法第99条第1項に基づく発掘調企の報告を提出

6月24 日 教埋文第163号-2にて文化財保護法第97条第1項に基づく遺跡発見通知の提出、

教埋文第163号-3にて文化財保護法第100条第2項に基づく発見通知を提出
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＊この調査組織にて、 中部横断目動串逍（南部区間）建設事莱に伴う試掘確認調査を次の

地点でも実施した。

1 南巨摩郡南部町中野4171番地ほか（慈眼寺裏） 平成20年11月18、 19 日

2 南巨摩郡南部町本郷字原間309番地ほか（原間遺跡）平成20年11月19 日-12月 3 日

3南部町本郷字上大神366番地ほか（大神遺跡）

整 理 作 業 山本茂樹・上原健弥

平成20年11月19 日-12月 3 日

＊整理作業については、 遺構数や出土遺物が少なかったことから、 当該年度に担当者が遺

物の整理や遺構のトレ ー ス、 図版組、 原稿執筆などを行った。 なお、 遺跡の全体図や空

中撮影については、 業務委託で対応した。 20年度事業の残務については、 21年度に継続

し5月まで実施した。
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ては、 県の考古資料として平成16年5月6 l::I に1,034点が指定を受けている。

今回、 寺前遺跡の発掘調杏後に、 中部横断自動車道建設工事計画に基づき、 用地の取得された原間遺跡と大神

遺跡を合わせて12,000面の試掘確認調査を実施した。 その結呆、 原間遺跡においては、 縄文時代前期から後期に

かけての土器片が採取され、 遺構が確認されたことにより本調裔実施の必要性を国土交通省へ報告した。
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041 

042 陣ヶ森

043 篠井山経塚

044 四条氏屋敷

045 地頭屋敷

046 I 
東の遠見 ・

西の遠見

047 十島日留番所跡

048 佐野氏屋敷

049 後原

050 十島金山

051 原戸

052 寺前

大和字獅ヶ山2804他

成島字大袋4654他

内船字寺廻3599他

内船字矢都5359他

十島字本久保1499他

十島字的場341他

下佐野字東山940他

塩沢字後原681他

十島字間瀬之内2007他

大和字吉田1165他

中野字寺前4137他

第1表 遺跡地名 一覧

天子湖内

縄文

縄文

縄文 ・ 中世 消滅

40 権現堂 万沢字権現堂 旧石器 ・ 縄文

41 白鳥山砦跡 万沢字白鳥山 中世 城郭

42 下柳沢 万沢字境JII 近世

43 境川 万沢字境川 弥生・中世

44 鳥居尾砦推定地 万沢字境JII 中世？ 城郭？

45 鳥居尾砦推定地 万沢字境JII 中世？ 城郭？

46 日向 万沢字日向 縄文

47 杉山 万沢字杉山 縄文

48 中沢 万沢字中沢 縄文

49 大城 万沢字大城沢 縄文

50 登尾 万沢字登尾 縄文

51 篠井山経塚群 福士 平安～鎌倉・近世 I 経塚
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第1 図 中部横断自動車道路線図（平成1 8年4月） 及び南部町内の遺跡分布図 (1 /50,000)
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用の盛士がこれに該当する。 TP2とTP3は、 III層以卜の土層が同じであるが、 TP1は谷部の洛ち込み部分と

いうこともあり堆積土が厚く、 また土層の対応関係の把握が困難であったことからアラビア数字による表記とし、

対応するものについてはカッコ内に示した。 ただし、 士層の色調等から2-5がII層に、 6-7層が11I層に概ね

比定される。 各ピットで共通する堆積土は、 白色で安山岩質の礫が含まれる自然堆積層のW層である。 礫は、

TP2とTP3では1-lOmmと小石程度であったが、 調杏区中央部より東側では5-lOcmほどの大きさであった。

ただし、 この礫は調企区全体のW層に含まれるものではなく、 主に東側でみられた。 また、 同様の礫はVIII層中に

も顕著にみられた。

各ピットのW層を比較すると、 TP3とTP2で0.6 m、 TP3とTP1で3.8m近くの比高差がある。 VIII層でも、

TP3とTP2で0.9m、 TP3とTPlで3.8m近くの比高差があり、 東へ大きく傾斜していることがわかる。
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161. 50m 

161. OOm 

160.47m 

160.00m 

159.90m 

TP3 

第I層
（盛土層）

第II層

第rn層

第W層

第V層

第VI層

第VJ[層

第VIII層

160. 20m 

159.90m 

＇ 

159.50m 

159.05m 

＇ 

TP2 

第 I 層
（耕作土）

第皿層

第w層

第V層

第VI層

第vn層

第珊層

TP1 

158. 35m 

158.00m 

3層

4層

157.50m 

5層

156. 70m 

1

1

5

5

6

6

.

.

5

3

0

5

m 

m 
l-(

第W

·

層

-

） 

156. 15m 

9層
（第V層）

一卜—- --
10層

（第VIII層）

第4図 基本土層図と土層注記 (S=1 /20) 

谷部の土層(T P 1 : 調査区東端壁部分）
1 層 黒色士

2 層 暗褐色土

3 層 暗褐色土

4層 褐色土

5層 暗褐色土

6層 褐色士

7層 褐色上

8層 暗茶褐色上
9層 暗黄褐色土

10層 明黄褐色土

I層（耕作土）
粘性弱い、しまりやや弱い、1-2',1赤色粒子多量、1-2',1黄色粒子多量、1-2り黒色粒子多量
1-2',1白色粒子多量、 1cm大の礫あり、根の影響強い
粘性やや弱い、しまり有り、1-3',J赤色粒子多量、1-3',J黒色粒子多最、1-3凡）白色粒子多羅
粘性弱い、しまり弱い、1-2',,赤色粒子少量、1-2',,白色粒子少量、1-3',,黒色粒子あり
1cm大の炭化材多い
粘性弱い、しまり弱い、1-2り赤色粒子少量、1-2り白色粒子少量、1-3り黒色粒子あり
1cm大の炭化材多い
粘性あり、しまり有り、1-2',,赤色粒子微量、1-5凡）白色粒子あり、1-3',,黒色粒子あり
1cm大の炭化材多い、1cm大の小石少量
粘性あり、しまり有り、1-2',i赤色粒子少、1-2',i黒色粒子少、1-2',,白色粒子あり
炭化材含む、 1 cm大の礫あり
IV層（地山層）
V層（地山層）
疇（地山層）
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6サ上坑（遺構：第6 図）

（遺構） 4 号土坑の南に位置する。 長径118cm、 短径96cmで、 深さは19.5cmを計測する。 形状は、 ほぼ円形を

呈する。 本士坑も坑底には小さな穴が認められるが、 根による攪乱と思われる。

（遺物）出土遺物なし

7号上坑（遺構：第6 図）

（遺構） 3 号土坑と 1 号土坑に挟まれる。 長径208cm、 短径146cmで、 深さは105.7cmを計測する。 形状は、 楕

円形を呈し、 北東から南西方向に長径を有する。 本遺跡の中では一番深い土坑である。

（遺物）出土遺物なし
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（遺構）11号土坑の北四に位置し、 浅い谷状の斜血に棺築される。斜血に拡がる礫層中で、 礫かなかった範囲を

遣構と判断して調在した。 長径147cm、 短径131cm、 深さは23.3cmを計測する。 形状は、 ほぽ円形を呈

する。

（遺物）出土遺物なし

第2節 焼土遺構について
焼土遺構は、 調査区の北東隅に確認した1基のみである。

焼上遺構（遺構：第 8図）

（遺構）本遺構は、 10号土坑の東に位置する。 重機による表土掘削の際に、 確認された遺構である。 形状は不整

形を呈し、 長径90cm、 短径83cm、 深さは12cmを計測する。 浅い掘り込みの周辺には、 小さな焼土が
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は須忠器の売で、 外血には一部目然釉の付着かみられる。

12-14は縄文時代の石器である。 12は剥片素材を利用した削器で、 両方の長辺に調整剥離痕がみられる。 13は

その形状から、 刃部と基部が折れた打製石斧の未製品である。 基部の折れ部には二次加工痕がみられることから、

転用した可能性も考えられる。 14は、 二次加工痕を有する剥片である。

15は、 調査区内の緩斜面で出土した縄文土器である。 中期末から後期初頭の深鉢形土器片で、 縦位の沈線が 2

条施文されている。 表土一括遺物の16は、 二次加工痕を有する剥片である。 形状から、 打製石斧を制作中に刃部

側から折れたと考えられる。 折れ面には、 細かい剥離痕がみられる。
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A B 159. 10m 
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159.00m 

A 

p
 

3号土坑
1層 暗茶褐色士

2層 暗茶褐色士

3層 暗褐色土

粘性弱い、 しまりあり、 1—正の白色粒子、
l ミ ，)の赤色粒子少量
粘性弱い、 しまりあり、 1-5 ミ ，)の白色粒子多量、
1-5りの赤色粒子あり
粘性あり、 しまりあり、 1一正の白色粒子少量、
1-2� ンの礫少量

158. 40m A 

． 

天

159. 50m jA 

H 

Bl . 
159.40m 

B
 

H 

H/ 
158.30m 

H/ 

B
 

B
 

4号士坑
1層 暗褐色土 粘性弱い、 しまりあり、 1-2 ミ リの白色粒子多量、

1-3 ミ ，）の赤色粒子あり、 炭火物少量
2層 暗茶褐色土 粘性あり、 しまりあり、 1-2 ミ リの白色粒子多量、

1'•Jの赤色粒子少量

第5図 検出遺構 ( 1 -4号土坑）
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158.50m 

A 

158.40m 
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A 
159.30m 

7号土坑
1層 暗褐色土

2層 暗黒褐色土

3層 褐色士
4層 黒褐色士
5層 暗茶褐色土
6層 褐色土
7層 褐色土

A 

I 

B 

�-�) 

j
M 

I
M 

B . 
1 ー-— -—-—- ---—―- 丁 --

川 HI

．旦

粘性弱い、 しまりあり、 1-10\,の白色粒子多量、
いの薄茶褐色粒子多量
粘性弱い、 しまりあり、 1-2 ミ ＇)の白色粒子あり、
薄茶褐色ロー ムブロックあり、
粘性あり、 しまりあり、 1-2 ミ ，）の白色粒子あり
粘性あり、 しまりあり、 5 ミ ，)の白色粒子少量
粘性あり、 しまりあり、 いの白色粒子少量
粘性強い、 しまり弱い、 1与’の白色の礫あり
粘性強い、 しまりあり、 1-3りの白色粒子少量

第6図 検出遺構 ( 5 "' 8号土坑）
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12号士坑
1層 暗褐色士 白色粒子少量、 赤色粒子少量、 炭化物少量

10号土坑
1層 暗褐色士 粘性弱い、 しまりあり、 1-5 ミ ，)の白色粒子多量、

1-2 ミ ，)の赤色粒子あり、 1-2ヤの白色の礫あり、 炭化物あり
2層 褐色土 粘性あり、 しまりあり、 1-5\,の白色粒子あり、 1-2 ミ ，)の赤色粒子あり
3層 赤茶褐色土 粘性強い、 しまりあり、 1-3 ミ ，)の白色粒子あり、 炭化物少量あり
4層 暗褐色土 粘性強い、 しまり弱い、 1-3 ミ ，)の白色粒子少量、 炭化物少量あり

第7図 検出遺構 (9 ·1 0·1 2号土坑）
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検出遺構（焼土遺構・ 1 "'2号溝）第8図
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試掘調査の結米や調査区南四方向に隣接する台地などの地形を考えると、 隣接する台地部分には小規模な集洛の

存在が想定される。

本遺跡調査区内では、 谷部を中心として調査区東側に握り拳大から人頭大ほどの礫の分布がみられた。 白色で

多孔質なこの石材は、 全体に丸みを帯びて加工の跡がみられない。 また、 出土層が基本土層の、 層（地山層）で

あることから、 自然に堆積したものであると考えられる。 しかし、 同じ層中でも西側ではみつからず、 また周辺

の試掘調査でも確認されていないことから、 これらの礫が堆積した経過には何かしらの自然的要素が介在してい

たことが推測される。 なお、 中部横断自動車道建設に関わる地質調査担当者からは、 堆積した経過については不

明であるとの回答を得た。

参考文献：（財）山梨文化財研究所（編） 2004 .. 11 『天神堂遺跡 一 農道上代線建設に伴う発掘調査報告書 ー』山梨県峡南地域振輿局農

務部・南部町教育委員会／保坂康夫 2006.6.11「「チャンチャン石』の 3 万年」『山梨考古』第76号 6-7 頁 山梨県考古学協会
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第 2 節 デ ー タ 一覧 （遺構 ・ 遺物）

第 2 表 土 坑 と 焼土遺構の 一覧

遺構名 図版番号
位置

平面形状
長軸 短軸 深 さ

グ リ ッ ド (cm) (cm) (cm) 

1 号土坑 第 5 図 28 円 形 1 38.0 1 38.0 26.0 

2 号土坑 第 5 図 26.27 長方形 300.0 1 1 5.0 7.8 

3 号土坑 第 5 図 23 円 形 1 57.0 1 42.0 50.3 

4 号土坑 第 5 図 1 3. 1 8  楕 円 形 1 26.0 93.0 33.4 

5 号土坑 第 6 図
1 2. 1 3. 

円 形 1 40.0 1 36.0 44.4 1 7. 1 8  

6 号土坑 第 6 図 1 8. 1 9  円 形 1 1 8.0 96.0 1 9.5 

7 号土坑 第 6 図 23.28 楕 円 形 208.0 1 46.0 1 05.7 

8 号土坑小 第 6 図 1 6  円 形 79.0 67.0 20.0 

8 号土坑大 第 6 図 1 6  隅丸方形 1 34.0 1 1 0.0 1 0.0 

9 号土坑 第 7 図 20 不整形 320.0 1 90.0 63.5 

1 0号土坑 第 7 図 1 5  楕 円 形 224.0 1 55.0 96.0 

1 1 号土坑 第 6 図 3 不整形

1 2号土坑 第 7 図 7 円 形 1 47.0 1 3 1 .0 23.3 

焼土遺構 第 8 図 1 0  不整形 90.0 83.0 1 2.0 

第 3 表 溝状遺構の一覧

遺構名 図版番号 位置 平面形状
長軸 幅 深 さ

グ リ ッ ド (cm) (cm) (cm) 

1 号溝 第 8 図 3 1 .32. 6.3 59�63 3�4 36.37 

2 号溝 第 8 図 30-33 1 7.5 65�70 6� 1 0  

試掘調究及 び本調査で の遺構名対応 関係 は以下の通 り で あ る

試掘調査 → 本調査

第 1 号溝状遺構 → 2 号溝

第 2 号溝状遺構 → 1 号溝

第 2 号竪坑 → 10号土坑

第 1 号土坑 → 8号土坑

- 20 -

時期 備考

中 世 第 9 図 ー 1

縄文 中末～後初 縄文土器 2 点が出土

残存部で計測

残存部で計測

風倒木痕

縄文後初 第 9 図 ー 2 が出土

縄文 中末～後初 第 9
木
図 ー 3 � 6 、 他 に縄文土器 2 点

風倒 痕

中世～

時期 備考

中 世～近世

中 世～近世
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凡例

試 ＝ 試堀
ト レ ＝ ト レ ン チ
1 土 = 1 号土坑
1 溝 = 1 号溝

焼土 ＝ 焼土遺構
△ ＝ 点 上 げ遺物の 出 土地点

番号 ＝ 遺物 図版計算番号
番号な し ＝ 図版未掲載
※第 9 図ー 2 に つ いて は、 1 0号土坑 出 土 だが、 詳細地点が不 明 な た め未掲載
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第 1 0図 調査区の地形 と 遺構 ・ 遺物 の位置
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図版 2 調査区 内 の状況 1

調査前の状況 （北西から撮影）

表土掘削状況 （東から撮影）
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図版 3 調査区 内 の状況 2

� 岳刃浴唸 …一
調査状況 （西から撮影）
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1 号土坑 （半載状況）

2号土坑 （半載状況）

3号土坑 （半載状況）

一旦:·
2号土坑 （完掘状況）
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,1.._ .. 
4号土坑 （半載状況）

6号土坑 （半載状況） 6号土坑 （完掘状況）
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遺構 2 ( 4 � 6 号土坑）
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7号土坑 （半載状況）

�--w 

8号土坑 （完掘状況）

I ぶ-珈r.

9号土坑 （半載状況）
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-�]醗に＆広茫予 L•

9号土坑 （完掘状況）

1 1号土坑 （完掘状況）

1 2号土坑 （半載状況）

1 2号土坑 （検出状況）

rf 一
1 2号土坑 （完掘状況）

- 32 -



図版 8 遺構 5 (焼土遺構）

焼土遺構 （検出状況）

焼土遺構 （完掘状況）
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2 号溝）
,.. :, ー• · """勺町、

L . ' .· . .. .  

1 号溝 と 2号溝 （完掘状況 ： 南から）

2号溝 (SPA) の土層 堆積
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仁

縄文土器 （図版掲戟遺物）

こ

図版 1 0 出土遺物 1 (縄文土器）

縄文土器 （谷部出土の小破片）
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図版 1 1 出土遺物 2 (須恵器 ・ 陶器 ・ 石器）

須恵器 と 陶器の甕

縄文時代の石器
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